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◇表紙の写真は、“ いちご大福 ” の CG 画像です。
この画像は、国立研究開発法人理化学研究所が

「3 次元内部構造顕微鏡」という装置で本物のい
ちご大福を用いて作成したもので、中身を忠実に
表しています。
◇中身を撮影するには X 線 CT を使っても可能で
すが、カラーで撮影することができません。理化
学研究所が開発したこの装置を使うと、中身もカ
ラーで撮影することができます。果物や動物など
の画像が作成されていて、「なかみが見える！３D
生物図鑑」として理化学研究所のホームページで

公開されています。
◇科学技術館で今夏開催した特別展「映像技術で
魅せる科学技術～サイエンスビジュアリゼーションの
世界～」（本誌ｐ.4 ～）では、いくつかの画像をご提
供いただき、AR や 3DCG ホログラム装置※などを
使って投影して来館者に見ていただきました。科学
技術館では、様々な映像技術を活用したサイエンス
ビジュアリゼーションの新たな手法・技法の開拓を目
指しています。※疑似ホログラム                            〈中〉
理化学研究所「なかみが見える！３D 生物図鑑」
https://www.riken.jp/pr/fun/3d/

［表紙解説］

協力：理化学研究所光量子工学研究センター
        画像情報処理研究チーム
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巻頭言

特別展ができるまで ーどのように企画は実現されるのかー

　科学技術館では今夏、「ロボコン体験ミュージアム シーズン 3」、「映像技術で魅せ
る科学技術～サイエンスビジュアリゼーションの世界～」の２つの特別展を開催しま
した。両特別展ともに数多くの皆様にご来場をいただきました。この場を借りて御礼
申し上げます。本誌でもそれぞれのリポートが掲載されておりますので、ぜひご覧い
ただければ幸いです。
  このように科学技術館では毎年、春休みや夏休み期間に特別展を実施しておりま
すが、これらはどのような過程を経て開催されるのでしょうか。
  例として 2019 年春休み特別展「知れば知るほど深くなる !? もっと知りたい！海のこ
と」（船の科学館「海の学びミュージアムサポート」支援事業）のできるまでを、特
別展プロジェクトの作業を振り返りながらご紹介したいと思います。科学技術館では
過去の「海」をテーマとした特別展などで、来場者から「海」にかかわる素朴な疑問（例
えば「なぜ海は青いのか？」というような）についてアンケートをとっていました。そ
の結果を集約し、疑問に答えていくというのがこの特別展の企画概要です。
　企画当初は展示計画は基本構想があるだけで、まだ具体的な展示内容までは確
定していません。通常、特別展では手持ちの材料だけで展示が完結することはな
く、外部の協力を必要とします。そこで展示内容を具体化していく作業として、ま
ず、最初に取り組んだのは外部の協力機関を探すことです。以前から関係の深い国
立研究開発法人海洋研究開発機構（JAMSTEC）にはすぐに展示物借用の協力のご
快諾をいただき、続いて日本海洋学会には学術的なサポートの協力を取り付け、解
説パネルの原稿作成や講師の依頼もしていただきました。その後、国際航業株式会
社の海洋現象を学べるインタラクティブ地球儀「スフィア」、アディダスジャパン株式
会社の海のプラスティックゴミを再生利用してできたシューズとウェア、株式会社カネ
カの生分解性ポリマーフィルム、東レ株式会社の海水から真水をつくることができる

「ROMEMBRAR」などの出展が決まっていきました。
  もちろん展示物を借用するだけでなく、科学技術館でも独自に展示装置をいくつか
開発していきます。数多く寄せられた疑問のひとつ「海はなぜ青いのか？」に答える
ために、解説パネルで原理を説明するだけでなく、実験装置で体験できるようにし
たいと考えていました。まず、光がどのくらいの距離進むと青みを帯びるのかを調べ、
細長い水槽を製作しました。この時点でかすかにではありますが、水が青みを帯び
ることがわかり一安心。さらに白いプレートを前後に動かす機構を加えて、距離によっ
て水の色が変わる様子を観察できるようにしました。担当スタッフは試行錯誤しなが
らも一つひとつの展示物を完成させいきます。
　このようにして展示内容が形作られるわけですが、この間にも、広報計画、運営計
画などが同時並行で進んでいき、いよいよ特別展の開催を迎えるということになりま
す。今回は「特別展のできるまで」を、展示内容を確定し具体化していくという観点
からご紹介しましたが、また機会があれば別の観点から「特別展ができるまで」を
お話しさせていただきたいと思います。科学技術館では今後もいろいろな特別展を
計画して皆様のご来館をお待ちしておりますのでよろしくお願いいたします。

 公益財団法人日本科学技術振興財団 理事　
　　　　　  科学技術館 副館長　　　
　　　　　湯浅　孝　 
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サイエンスビジュアリゼーションの世界　 
科学技術館 2019年夏休み特別展
「映像技術で魅せる科学技術 ~サイエンスビジュアリゼーションの世界~」リポート

●特集　

公益財団法人 JKA 補助事業

地球の情報を魅せる！ “ 気候区分の変動 ” や “マグロの回遊ルートと海水温の関係 ” など様々なコンテンツを載せたデジタル地球儀スフィア
 を展示。地球規模の現象を視覚的に理解できます。

THE WORLD OF SCIENCE VISUALIZATION

科学技術館では、これまで科学技術教育におけるデジタル映像プレゼンテーション技術を活用した
サイエンスビジュアリゼーションの手法についての調査研究を行ってきました。
その調査研究の結果もふまえて、公益財団法人 JKA の補助事業として2019 年の夏休み特別展

「映像技術で魅せる科学技術～サイエンスビジュアリゼーションの世界～」を開催しました。

科学技術館 2019年夏休み特別展
「映像技術で魅せる科学技術～サイエンスビジュアリゼーションの世界～」

開催期間　　2019 年８月 10 日（土）～９月 1 日（日）
会　場	 　 科学技術館 2 階 C 室「イベントホール」特設会場
主　催	 　 公益財団法人日本科学技術振興財団・科学技術館
協　力	 　 株式会社アマナデジタルイメージング／株式会社オリハルコンテクノロジ
     　　　　 ーズ／株式会社キクチ科学研究所／国際航業株式会社／ Sphere 株式会社
　　　　　　／産総研発・筑波大学発ベンチャー地球科学可視化技術研究所／株式会社
　　　　　　ニシカワ／株式会社ネクスメディア／バルコ株式会社／国立研究開発法人
　　　　　　防災科学技術研究所／マツダ株式会社／国立研究開発法人理化学研究所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （五十音順）

協力：Sphere 株式会社／国際航業株式会社
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求められる
サイエンスビジュアリゼーション
　研究機関や企業等では、活動や事
業の評価基準のひとつとして、研究開
発の成果を一般へ公開し、理解増進を
図ることが求められています。一方、科
学館では、展示や実験教室等の教育
プログラムでの解説において、より深い
理解を促すために研究機関等の成果の
活用が有効となります。しかし、研究開
発において得られた成果（データ）を、
一般の方々に簡易に理解を深めてもら
うためには、映像などにしてイメージし
やすくする必要があります。
　そこで、研究開発成果を可視化し、
わかりやすく伝える「サイエンスビジュア
リゼーション」が求められ、その手法
や技術の研究開発が行われています。

期待される
デジタル映像プレゼンテーション技術
　近年、プロジェクションマッピングや
VR、ARなどの「デジタル映像プレゼン
テーション技術」が確立されています。こ
れらの技術は、科学館において科学や
産業技術について理解を深めるための

「教育 IT 技術」としても活用が期待さ
れます。科学技術館でも、プロジェクショ
ンマッピングを用いた展示やARを使っ
たサイエンスショーなどを試作・試行し、
その効果の調査研究を行っています。

デジタル映像プレゼンテーション技を
活用したサイエンスビジュアリゼーション
　そこで科学技術館では、新たな「展
示・教育の手法・技術」の開拓を目指し、

「サイエンスビジュアリゼーション」によっ

て得られた可視化データを、「デジタル
映像プレゼンテーション技術」を活用
して表現することを提案し、その実践
事例として特別展を開催しました。
　この特別展は、単に科学館の展示とし
てではなく、
① 研究機関や企業等の研究開発成果
　の公開の場の事例づくり
②デジタル映像プレゼンテーション技術
　の教育 IT 技術としての活用例の提示
③サイエンスビジュアリゼーションの手
　法・技術の効果測定
を “ねらい”とした調査研究としても実
施しました。

特別展の目的とは
新たな手法、技法の開拓を目指す

サイエンスビジュアリゼーション コーナー
講演やサイエンスショーなど様々なプログラムを実施
このコーナーでは、研究機関や企業等の研究開発成果の可視化データ（映像）を ARやプロジェクションマッピングなどの映像技術を用
いて表示して解説します。

生物の姿を魅せる！ 東京の地形を魅せる！ クルマの性能を魅せる！

絵が描かれた板を手に乗せると、画面上で
手の上に昆虫や果物が出現。この昆虫や
果物の映像は実物から情報を取って製作し
たもので、製作方法についても映像で解説
します。

渋谷駅は谷底につくられているので周りに坂
が多い。真っ白な東京の立体精密模型に、
地形データや衛星写真などをプロジェクショ
ンマッピングで投影する装置を展示。東京
の地形を立体的にイメージできます。

3DCG ホログラム装置※で、クルマの模型
に映像を重ねながら環境にやさしいクルマ
に導入されているエンジンの技術やボディ
の工夫について解説します。
※擬似ホログラム

QR コードをスマートフォンのカメラで読み込んでから、
「映」マークにカメラをかざすと、特別展のダイジェスト
映像が表示されます

協力：理化学研究所光量子工学研究センター
　　　画像情報処理研究チーム／
　　　小檜山賢二（慶應義塾大学名誉教授）

協力：産総研発・筑波大学発ベンチャー
　　　地球科学可視化技術研究所

　　　　　　　　　　　協力：マツダ株式会社

特別展・展示プログラム紹介　
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●特集　

映像技術体験コーナー
不思議な視覚体験に、大人も子供も夢中

体験型展示コーナー
映像技術で楽しみながら、科学を学ぶ
このコーナーでは、科学技術館のスタッフたちが製作した映像技術を使った体験型展示を並べて、楽しみながら学んでもらいました。

このコーナーでは、様々な映像装置や映像システムを用いて不思議な体感が得られる映像技術を紹介しました。

視点が変わる映像シアター 中に入り込む映像シアター

浮かんで見える映像シアター

スクリーンに映るマンションの一室。前に歩けば壁がせまり、しゃがめ
ば床が近くなる。本当に部屋の中にいるかのよう。トラッキングシステ
ムで見ている人の視点に合わせた映像になります。

視野をとり囲んで高解像
度の映像を投影すると
映像の中に入り込んだよ
うな感覚になります。専
用のソフトウェアで３方
向の壁に映像をゆがみな
く投影し、高没入感を出
しています。

ガラス張りの箱の中でキ
ウイフルーツが浮かんで
いる？ 3 面の 3DCG ホ
ログラム装置※で昆虫や
果物や化石の CG がま
るで浮いているかのよう
に見えます。
※擬似ホログラム

番号が書かれた板を
箱に差し込むと画面に
クイズが出題。箱を持
ち上げると、現実の
空間には存在していま
せんが、画面上では箱
の中からクイズの答え
が現れます。

「あか」「みどり」「あお」
と書かれた箱。それ
ぞれの位置（カメラか
らの距離）によって、
各色の強さ（RGB の
各数値）が決まり画
面にはその数値で表
される色が表示。

謎の文字が書かれた
棒を持ち、その文字
が額にくるようにかか
げてカメラの方を向く
と、自分の顔が科学
者の顔に変身します。
変身する科学者たち
の解説資料も配布。

口笛を吹いたり、手を
叩いたりして音を出す
と、その音に含まれ
る高さ（ 周波 数 ）が
画面上で可視化されま
す。声や音から生まれ
る‟ 音声アート” にみ
んな夢中。

AR で光の三原色

音が見える？

AR でクイズ

科学者に変身！？

協力：バルコ株式会社、株式会社アマナデジタルイメージング、株式会社キクチ科学研究所

　　　　　　　　　協力：防災科学技術研究所

協力：理化学研究所光量子工学研究センター
　 　画像情報処理研究チーム
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チラシや入口に隠れた仕掛け
　この特別展では、案内チラシ、ポス
ターに AR マーカーをつけて、スマート
フォンでマーカーを読み取ると案内映像
がチラシやポスターの上に現れるように
しました。また展示室の入口にも大きな

「？」マークを貼り付けて、ボタンを押す
と入口全体を映しているモニタに、展
示案内などが出現するようにしました。

科学技術館の技能のひとつとして
　この特別展では、様 な々研究機関や
企業の皆様に可視化データや映像装
置等のご協力をいただきました。科学

サイエンスビジュアリゼーション ステージ

技術館では、今後も様 な々分野の研究
開発の成果を少しでも多くの方に知っ
ていただき、科学技術および映像技
術のすごさとすばらしさを実感していた
だけたらと考えています。そのひとつ
の手法として、映像技術を活用したサ
イエンスビジュアリゼーションを発展さ
せ、できれば、これを科学技術館の技
能のひとつとして確立させていきたい
と思っています。
　最後に、ご来場いただきました皆様、
特別展にご協力いただきました研究機
関、企業の皆様に厚く御礼申し上げます。
　　　　　　　　　　〈経営企画室　中村　隆〉

　

このコーナーでは、サイエンスビジュアリゼーションをテーマにした講演やサイエンスショー、展示などを行いました。講演では、展
示に関連した可視化技術の研究者や映像装置の開発者の方々にお話しいただきました。

講演やサイエンスショーなど様々なプログラムを実施

研究成果を映像で魅せる！！

画面には、特別展会場の入口にないはずの展示タ
イトルの看板が……！

講演やサイエンスショーなど様々なプログラムを実施。左）「プロジェクションマッピングで地
形や地質を学ぼう！」、中央）「地震から家を守る！」、右）「YOLO を使ってみよう！」の各様子

ステージプログラム一覧
種　類                 タイトル	 講師・担当等 概　要　
講　演 宙に浮かんで見える不思議な映像

表現
川田研二先生（株式会社ネクスメディア マネージャー
／ CG クリエイター、デジタルハリウッド講師）

平面の映像を立体的に浮かんで見せる仕組みを解説。
意外と単純？ でもすごい技術！

デジタル地球儀で見る地球の過去、
現在、未来

竹村眞一先生
（Sphere 株式会社代表　京都造形芸術大学教授）

デジタル地球儀スフィアでたどる地球環境の変遷に
子供たちも熟考

地震から家を守る！　
～防災研究最前線～

青木崇先生
（国立研究開発法人防災科学技術研究所 特別研究員）

日本の最新の防災研究や技術について映像装置と実験
装置で体感

プロジェクションマッピングで地
形や地質を学ぼう！

芝原暁彦先生（産総研発・筑波大学発ベンチャー
地球科学可視化技術研究所 所長）

東京の地形の特徴からはじまり、最後は恐竜について
まで興味深い話がいっぱい

生き物から得た情報で 3D 図鑑を
つくる！

森田正彦先生（国立研究開発法人理化学研究所光量子
工学研究センター 画像情報処理研究チーム 研究員）

図鑑の製作方法を紹介。昆虫や果物の CG のリアルな
姿や動きにくぎづけ

サイエンスショー リアルタイム物体検出 YOLO を
使ってみよう！

中野良一先生
（株式会社ミュージアムクルー）

バナナもラケットも見分けます。フリーの画像認識の
ソフトを参加者一人ひとりが体験

電気と磁気の偉人たち 科学技術館スタッフ 電磁気学に貢献した科学者を実験と AR を使って解説
展　示 宙に浮かんで見える不思議な映像展 協力：株式会社ニシカワ、株式会社ネクスメディア 様々な 3DCG 表示装置が見せる映像にびっくり

音や熱を見てみよう！ 科学技術館の装置を結集 サーモカメラに映る自分の姿に親子でおおはしゃぎ
イベント 展示ウォークラリークイズ 科学技術館スタッフ ヒントをもとに館内のどこかにあるキーワードを捜索

サイエンスビジュアリゼーションのこれから
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当財団とご縁があり、独自の活動で注目を集める方々に話をうかがう当
コーナー。今回は、夏休み特別展「映像技術で魅せる科学技術」で映
像技術の魅力を伝えてくれた理化学研究所・森田正彦さんの登場です。

国立研究開発法人理化学研究所光量子工学研究センター
画像情報処理研究チーム 研究員／ 博士（政策・メディア）
RIKEN（Institute of Physical and Chemical Research）
Researcher

森田 正彦 さん

MORITA Masahiko

1978 年東京生まれ。2003 年、東京電機大学大学院 理工学研究科 情報科学専
攻修士課程修了。2014 年、慶應義塾大学 政策・メディア研究科博士課程 修了。
2012 年より理化学研究所に就職。2006 年、「Micro Archiving」プロジェクトと
して LavalVirtual 8th International Conference on Virtual Reality グランプリな
らびに L'ORE'AL Art and Science of Color Prize 銅賞、2008 年に日本昆虫学
会あきつ賞を受賞。2017 年「第 58 回科学技術映像祭」特別奨励賞「スケスケ
大図鑑メタモルフォーゼ カブトムシ」にも協力。また第 8 回（2014 年） および 第
12 回 （2018 年）科学技術の「美」パネル展において優秀賞受賞。「デジタル昆虫
図鑑」ならびに「なかみが見える！3D 生物図鑑」の開発に携わり、博物館など様々
な施設で同図鑑の展示紹介も行っている

デジタル図鑑による

生物の様々な可視化に挑む

●身近な自然が 「博物館」 だった
　私が育ったのは東京都八王子市で
す。昔は町にコンビニもなく、山と田畑
ばかりというところでした。その自然の
なかで、いつも遊んでましたね。川を上
流まで探検したり、砂鉄を取ったり。
　両親は外で仕事をしていたんですが、
祖父母が田畑をやっていまして、小さい
ころは祖父母についていって、いろんな
畑仕事を見たり、小学校にあがると作
業を手伝ったりしていました。種を撒い
てから野菜が育つところや、収穫して、
その後も次の畑の準備のために作業を
するところも見ていましたし、祖父が腐
葉土から除去したカブトムシの幼虫をも
らって育てたり、近くの水路でエビやメ
ダカといった水生生物を採集したりもし
ました。いま思えば、身近な周りの環
境自体が博物館みたいなものでしたね。
　もうひとつ、祖父母はお米も作って

いまして、穂からもみを取る機械なども、
モーターを１個つけた手作りのものを使っ
ていました。そうした機械に触れていた
のも、理科に興味を持つ原点だったと思
います。小学校のころは工作も好きで、
NHKの工作の番組を見ては、その仕組
みの原理をどこまで理解していたかはわ
かりませんが、夢中でいろんなものを作
り試したのを覚えています。子供のころ
の身近な生活のなかに、自然に理科が
取り込まれていたように思いますね。
　中学校は普通の市立でした。母が中
学校の家庭科の講師をしていて、家に
あったワープロで授業用の資料を作っ
ていたのですが、私もそのワープロを借
りて、自分のテスト対策資料をまとめて
友だちみんなと共有したり、ゲームの攻
略マップも作ったりました。そうしてい
るうち、コンピューターを使ってもっと面
白いことができるんじゃないかと思うよ

うになり、プログラミングと情報科学を
学ぶために東京電機大学高等学校の
情報科学科に進学しました。

●小檜山賢二先生との出会い
　それから東京電機大学へ進み、大
学時代に、高校時代の友人に呼ばれ
て慶應義塾大学の小檜山賢二先生の
研究室にアルバイトで仕事を手伝いに
行くことになりました。そこではマイクロ
アーカイビングというプロジェクトで、人
が普段認識しないものを見たり感じら
れるようにする技術一般をいろいろやっ
ていました。私が手伝いに呼ばれた理
由は、2001 年の SIGGRAPH（シーグ
ラフ）という大規模なコンピューターグ
ラフィックスの学会で、小檜山先生の研
究室がエマージングテクノロジー（先端
技術）で展示を行うために人手が必要
だったからです。私の担当は、初歩的

Science,Museum&I
Vol.11
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デジタル昆虫図鑑のカミキリムシ。非常にリアルな
テクスチャーを実現した。特別展では疑似ホログラ
フィーなどを用いて紹介。未来の図鑑を予感させる

見ているようで気がついていない不思議なものは、まだまだたくさんある。
そういったものを見つけて、本質を捉えられるものを作りたいですね。

特別展「映像技術で魅せる科学技術」での森田さん
の講演「生き物から得た情報で 3D 図鑑をつくる！」。
子供から大人まで、熱心に聞き入っていた

種子が規則正しく並んだキウイフルーツの画像。中身
が見える生物図鑑は、理化学研究所の所属研究チー
ムが開発した３次元内部構造顕微鏡でデータを取得

な AI による昆虫の動作プログラム開
発やデータ調整などでした。小檜山先
生には、こだわりがありましたね、「ここ
は昆虫らしくない」だとか。
　開催地はロサンゼルスでした。展示
会場のブースに昆虫採集家の部屋のよ
うなものを作って、ステレオスコープに
よって立体視できるデジタルの昆虫を
テーブルの上に歩かせて、それをピン
セットでシャーレの上に乗せ、横にある
ボックスの穴を覗くと、その昆虫が大き
く見える、という仕掛けで、研究成果
としての技術だけでなくその見せ方も
いろいろ凝っていたんですね。私は当
時修士で、夏休みの手伝いではあった
んですが、現地には大勢の人が来てい
て、すごい世界を体験できました。　
　こうしたご縁で、小檜山先生のところ
で博士課程に入り、本格的にマイクロ
アーカイビングプロジェクトに取り組む
ことになりました。画像データを合成し
て全焦点の写真を作り、3D のモデル
を作るために昆虫を回転させていろん
なところから写真を撮るための自動化や
照明用光源など計測装置の改良を行い
ました。その後の研究で、昆虫の 3D
モデルもうまく作れるようになってきて、
昆虫の翅の半透明間の質感（テクス
チャー）を取得したり、歩行のデータも
取って、今までにないものを作りましょう、
ということで発展していきました。さら

には、昆虫の中身も見たいということで、
X 線CT も活用し始めました。

●理化学研究所でのさらなる取り組み
　私は純粋に表現することが好きで、昆
虫を高精細に表現する要素をいろいろ
作っていたのですが、それらをどう博士
論文にまとめるか悩んでいたときに、理
化学研究所の横田秀夫先生（光量子工
学研究センター 画像情報処理研究チー
ム・チームリーダー）に出会いました。
　横田先生は、3 次元内部構造顕微鏡

（切削加工により生体試料内部の観察を
行う装置）の研究をされていて、こうし
た装置で対象の内側もカラーとして撮れ
て面白いですよ、という話をしてくださり、
横田先生のチームでお世話になり、3D 
デジタル図鑑をまとめることになりました。
　画像情報処理研究チームでは、3 次元
内部構造顕微鏡によるいろいろな試料
データをすでに取得しており、私もX 線
CT で捉えた試料データの表示方法をあ
る程度作っていたので、カラーに対応し
たビューアを作り、研究チームの取得デー
タから中身が見える図鑑を作りました。
　生物、たとえばマウスの臓器は、通
常は外皮で臓器が押さえられているた
め、解剖すると生きている時の臓器の
状態がわかりません。この研究では、
そうした臓器の様子も見ることができる
ため、病理分野でも活かされています。

●新しい表現方法への模索
　科学技術館でも、デジタル図鑑を見
て驚いている人々の反応を見ると、やっ
ぱり嬉しいですね。例えば、キウイフ
ルーツの種子が規則正しく配列された
映像は、食べる時に、誰もが種を見て
いるはずなのに、その配列には気がつ
かない。それを、こうした映像で初め
て見た時の驚きが、見た人たちの根本
的、科学的な興味につながればいいな
と思います。
　どういうふうに見えたら、より、その
ものの本質を表現できるかを考えるの
は非常に大変です。キウイフルーツも、
元のデータ自体は断面の画像群であっ
て、それだけ眺めていては種子の配列
はわかりません。けれども、可視化す
る技術を使うと、種が連続して見える。
そういう仕掛けを考えて、膨大な画像
群に埋もれている情報をどうやって表現
するか、その表現方法を構築するかが
苦労するところです。ただ、それがうま
くはまって、展示で見て驚いていただい
たり、何か伝わったなという実感が得ら
れると、非常に苦労が報われますね。
　身近にあるもので、見ているようで気
がついていない不思議なものは、まだま
だたくさんあると思うんです。そういった
ものを見つけて、これからも本質を捉えら
れるようなものが作れると嬉しいですね。
　〈10 月4日、理化学研究所にて／経営企画室〉

画像協力：理化学研究所光量子工学研究センター 画像情報処理研究チーム／小檜山賢二（慶應義塾大学名誉教授）
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REPORT 1
科学技術館 2019年夏休み特別展「ロボコン体験ミュージアム シーズン３」

小学生ロボコン、ついに始動！
科学技術館では、昨 2018 年夏の「シーズン1」、同年冬の「シーズン２」に続き、

2019 年夏も「ロボコン体験ミュージアム シーズン３」を開催しました。
自由な発想でつくったロボットでコンテストを行う「NHK ロボコン」をそのまま体験できる本特別展は、

今回も連日、ロボットを触り、操縦し、一緒に遊び、つくる子供たちでにぎわいました。

大好評を博した夏休みロボづくり教室。子供たちの創意工夫から生まれた個性的なロボットたちが、ミッションに挑んだ

科学技術館 2019 年夏休み特別展
「ロボコン体験ミュージアム シーズン 3」

開催期間　　2019 年 7 月 20 日（土）～ 8 月 6 日（火）
会　場	 　 科学技術館 2 階 C 室「イベントホール」特設会場
主　催	 　 NHK エンタープライズ／公益財団法人 日本科学技術振興財団・科学技術館
後　援	 　 NHK ／全国高等専門学校連合会
特別協賛　  本田技研工業株式会社
協　賛	 　 NOK 株式会社／株式会社 Cygames ／株式会社ソニー・インタラクティブエンタテ
                  インメント／パーソル R&D 株式会社／セメダイン株式会社
協　力	 　 ユカイ工学株式会社／埼玉大学 STEM 教育研究センター／ Tech Kids School
URL	     http://www.official-robocon.com/museum/
YouTube	     ロボコン公式 [ ロボットコンテスト ]

「小学生ロボコンついに始動！」の横断幕も

東京農工大学のロボット展示
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HONDA「水素カー実験教室」
「ダンボールクラフト教室」

東京大学の
世界が注目 ! 4 脚ロボット登場

小山高専の
名物ロボット大集合

東京工科大学の
アイデアロボットで遊ぼう

■ロボット操縦体験・展示

工科大プロジェクト R からは、2019 年の
メッセンジャーロボット「めか X( エックス )」
と、フライングディスクを投げる 2017 年
の「タオル師匠」が登場。X 字のフレーム
を連動させて障害物を乗り越える、他には
ない動きを堪能した後は、ディスクによる
的当てを楽しみました。

■ 7月20日(土)・21日(日)・26日(金)・27日(土)・   
   28 日( 日 )実演　

  NHK 学生ロボコンや高専ロボコン（アイデア対決・全国高等専門学校ロボットコンテスト）で活躍したロボットが、今夏も科
学技術館へやってきました。実機の会場での展示だけでなく、日替わりで操縦体験も実施。開発者らの解説付きで、各校の
ロボットの凄い動きを実感しました。

小山工業高等専門学校ロボット製作チーム
の、2008 年の二足歩行ロボット「SUPER
ザウルス君」、2012 年の玉入れロボット「フ
レンドルフィン」、2013年の大縄跳びロボッ
ト「ケロミさん」は、その可愛らしい見た目
で今年も大人気。大縄跳びなども盛り上
がりました。

■ 7 月 29 日 ( 月 )・30 日 ( 火 )・31日 ( 水 ) 実演

東大工学部丁友会 RoboTech は、2019
年 NHK 学生ロボコンで技術賞を受賞した
車輪型ロボット「そうじき」と犬型ロボット

「フレーミー」を展示・実演。フレーミーが
4 脚で高速に歩いたり、そうじきがシャガ
イを投げたりするたびに、会場からは驚き
の声があがりました。

■ 8 月 1日 ( 木 )・2 日 ( 金 )・4 日 ( 日 )・5 日 ( 月 )・
    6 日( 火 )実演

■特別プログラム・企業展示

NOK 株式会社には、非常に精巧なペー
パークラフトをご用意いただきました。船
や飛行機を自由に作れる体験教室では、
ものづくりとして組み立てだけでなく色塗
りも楽しみ、自分だけの船体・機体が多
数誕生しました。

■ 7 月 22 日 ( 月 ) 実施

　後述する小学生ロボコンに向けて、このシーズン 3 から、複数の企業に特別協賛・協賛いただいています。会場では、各社
を紹介する展示コーナーを設けるとともに、自由研究のヒントになるプログラムなども日時限定で開催しました。

株式会社ソニー・インタラクティブエン
タテインメントのロボットトイ toio 体験
ワークショップは、選手権形式を導入。
各回 16 組の参加者は、クラフトファイ
ターとして思い思いのロボットでバトル
に挑みました。

■ 7 月 23 日 ( 火 )・24 日 ( 水 ) 実施

本田技研工業株式会社の、水素燃料電池
自動車を動かせるミニカー実験教室と、
二足歩行ロボットとして有名な ASIMO
をつくれるダンボールクラフト教室の 2
つのプログラムで、クルマやロボットを
楽しく体験できました。

■ 7 月 25 日 ( 木 )・8 月 3 日 ( 土 ) 実施

NOK「船と飛行機を作ろう! 
ペーパークラフト教室」

toio「いろんな遊びを生み出す
新ロボットを体感 !」
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■夏休みロボづくり教室　

■小学生ロボット体験

■そして「小学生ロボコン」へ

　今夏のミッションは「未知のいきもの 大進化 !」。事前予約が必
要なこの教室には、今回も大変多くの方にお申し込みをいただき
ました。自分だけのアイデアロボットをつくり、草むらと湖に見立
てた 2 つのフィールドにおいて、捕食の効率を競いました。
　フィールドのあちこちにいる餌をたくさん口にするには、前進や
方向転換をうまくできることが必要です。移動機構に使えそうな
主な材料は、各社の商標を用いてインシュロックやタイラップなど
と呼ばれることもある、結束バンド。締め方を工夫し、向きを調
節し、また長さや本数にアイデアを活かすことで、ユニークな動き
の生き物ロボットがたくさんつくられました。高度なミッションを達
成した参加者も多数で、毎回修了式は拍手に包まれました。
　ロボづくりは、一度きりで完成というものではありません。より
自分の理想のロボットに近づくよう、持ち帰ったロボットの改造・
改良にぜひ取り組んでいただきたいです。

　昨冬の「シーズン 2」では、６ チーム 18 名の小学
校４年生～ 6 年生が、「小学生ロボコン・プレ大会」
として、ミッション「はこぼう! 月の石」に挑戦しました。
各チームともそれぞれのアイデアで、月の石に見立て
たボールをたくさん、また高得点となる場所に運べる
ようなロボットを開発しましたが、今回はそのロボット
の操縦をご来場の皆様に体験いただきました。
　小学生の制作とは思えないような機構を持った各
ロボットを、子供から大人まで、多くの方に実際に
操作いただきながら、そのレベルの高さをご紹介し
ました。

　高専生・大学生による素晴らしいロ
ボットや、特別協賛・協賛各社のプロ
グラムなどを通じて、今「シーズン」も
ご来場の方々に、ものづくりやエンジ
ニアリングの一端をお伝えできたかと
思います。
　今年から来年にかけては、昨冬の
プレ大会に続き、いよいよ小学生ロ
ボコンの本番を開催します。当館に
お越しの小学生、また日本全国のロ
ボコン好きの小学生に手を挙げてい
ただければと思います。挑戦をお待
ちしています。
　　　　  　 〈科学技術館運営部　松浦 匡〉

　高専ロボコン、NHK 学生ロボコンとその優勝者が出場する ABU アジア・太平洋ロボットコ
ンテスト（ABU ロボコン）に加え、いよいよ「小学生ロボコン」が始まります。
　2020 年 3 月1日（日）に開催される第 1回小学生ロボコン全国大会に参加する方法は大き
く2 つ。まずは、小学生ロボコン全国予選会を勝ち抜く方法があります。
　予選会への参加方法は、2019 年 10 月1日（火）に発表されましたが、指定のモーター 2 個
と乾電池 2 個で所定の課題をクリアするような動画を投稿することです。推奨キットが用意され
ているほか、今回の「シーズン 3」の夏休みロボづくり教室参加者は、その材料をそのまま使う
ことができます。11月 25 日（月）18 時の応募締め切り後、ビデオ審査が行われ、12 月 28 日（土）
の予選会決勝大会出場者 24 名が決定されます。予選会決勝大会の上位 12 名が、小学生ロ
ボコン全国大会の出場権を獲得します。

教室の様子（写
真 上・ 右 下 ）
と、高度なミッ
ションを達成
したエンジニ
アたちの名前

（左下）

小学生が開発したロボットを操縦したり見つめたりする子供たち。次は君たちの番だ！

「小学生ロボコン」の
詳細はこちらから

  もう１つが、全国大会向けの書類審査を通過する方法で、こちら
は追って詳細が公表されます。最終的に 24 名の小学生ロボコン
全国大会出場者が確定します。我こそは、という小学校 4 年生～
6 年生は、大人には思いつかないような飛び切りのアイデアで、ぜ
ひ予選会や書類審査にご参加ください。

「第１回 小学生ロボコン 全国大会」への参加方法は２つ！
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REPORT 2
第 28 回「青少年のための科学の祭典 2019 全国大会」　子どもゆめ基金助成活動　

子供たちに実体験の感動を！
今年も「科学の祭典」は大にぎわい

●すべての世代が楽しめるように
　27 日の初日は、朝から祭典を待ちわ
びる人々が会場入り口に大勢集いまし
た。そうしたなか「青少年のための科
学の祭典」全国大会実行委員会の片
江安巳実行委員長と、当館の野依良治
館長が挨拶を述べ、ゲートがオープン。
来場者たちは、それぞれお目当ての出
展ブースに一目散に向かっていきました。
　同イベントでは、毎年、優れた実験
技能を持つ個人の方と、多様な産業技
術を持つ企業・団体から出展を募り、
選考を経て、実験・工作ワークショッ
プのブースを出展いただいています。こ
うしたワークショップなどでの実体験

● 2日間で約 1万 5 千人が来場
　当財団では、夏休み恒例大型イベン
ト「青少年のための科学の祭典 2019
全国大会」（主催：当財団／共催：「青
少年のための科学の祭典」実行委員会）
を、７月 27 日（土）、28 日（日）の２
日間、科学技術館１階イベントホール
と屋外で開催しました。昨年度は台風
により１日目が時間を短縮しての開催
となりましたが、今年は天候にも恵ま
れ、２日間で 14,598 人の人々が来場し
ました。会場では、いたるところで実験・
工作に挑戦する子供たちの好奇心いっ
ぱいの表情が見られ、にぎやかで活気
にあふれたイベントとなりました。

 第 28 回 青少年のための科学の祭典
               2019 全国大会

開催日　2019 年７月 27 日（土）、28 日（日）
会　場　科学技術館１階イベントホール、屋外
主　催　公益財団法人日本科学技術振興財団
共　催　「青少年のための科学の祭典」
　　　　全国大会実行委員会
公式ウェブサイト
　　　　http://www.kagakunosaiten.jp/

科学技術館の夏休み恒例の一大
イベント「青少年のための科学の
祭典 2019 全国大会」が、今年
も７月 27 日（土）、28 日（日）
の２日間、１階イベントホールと
屋外を会場に行われました。今
年は天候にも恵まれ、２日間で、
１万５千人近い人々が来場し、
様々な実験工作を楽しみました。

「化石のとう明レプリカをつくってみよう！」開場と同時に、科学の祭典を待ちわびた人々が入場

 「標本から学ぶ生き物の不思議」 「食塩水で虹を作ろう」

「エネルギーの大変身！」ほかステージショーも充実
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を通じて、子供たちに科学の楽しさ、
感動を伝えることを目的としています。
　科学の祭典は、各地で地方大会も
数多く開催されていますが、毎夏に当
館で開かれる全国大会は規模も最大
級。今年の出展数は、個人 33 、企業
団体 37（うち日本学生科学賞 5 校）、 
合計 70 の出展者が参加しました。
　出展内容は、物理・化学・生物・地
学・数学・エネルギーなど、科学の各
分野をバランスよく網羅。また、幅広
い世代の子供たちがワークショップを
楽しめるよう、低年齢向けのプログラ
ムなども昨年に続いて設けました。小
さなお子さんを連れたご家族なども実
際に会場でよく見られ、「科学の祭典」
が、全世代の人々が楽しめる‟ 科学の

夏祭り”として、すっかり定着している
ことが実感できました。

の屏東県立至正国民中学など東アジア
各国の学校からも、先生が生徒の皆さ
んを引率して参加してくれました。
　また、日本学生科学賞の中央最終
審査会に出場した中学校や高等学校
5 校も研究内容の出展とプレゼンテー
ションを行い、来場者の質問に丁寧に
答えている様子が印象的でした。

●「科学技術の面白さに出会えた！」
　会場外で行った来場者アンケートに
よれば、子供たち（児童・生徒・学生、
回答件数 537 件）の 82.7％が「学校
では学べない科学技術の面白さに出会
えた」という項目で「とてもあてはまる」
と回答。「まあまああてはまる」（14.0％）
と合わせて 96.7％の子供が、科学技
術に関わる新たな気づきを見いだしてく
れました。大人の回答（回答件数 375

●低年齢向けや海外からの出展も
　今年度は、昨年に引き続き、5 歳か
ら小学 2 年生までを対象としたプログ
ラムを 2 つ出展しました。当財団と福
井県坂井市立丸岡南中学校の月僧秀
弥先生が共同出展した「表面張力で遊
ぼう」では、子供たちが超撥水トレイ
を使い水玉が弾かれる実験を楽しみま
した。また、富山県黒部市立高志野中
学校の新村宏樹先生との共同出展「磁
石で遊ぼう」では、小さいお子さんが、
砂遊びをするかのように磁石による砂
鉄集めに熱中する様子が見られました。
　近年は海外からの出展も目立ってい
ます。昨年から参加したアメリカのファ
ラデー財団は、「食塩水で虹を作ろう」
と題して、濃度の異なる食塩水に色を
つけて階層を作る実験を行いました。
ほかにも、韓国の大建高等学校や台湾

「『ゴム手袋ホーン』をつくろう！」　　    「火薬を使わない 新・線香花火を作ろう」  「マイヘリコプターをつくろう！」　     　「光の体験ショー  光の不思議にせまる」

トライサイエンス「アルミのボート」　　  「金ぞくすい理ゲーム 鉱山から地金まで」  「エッチングでステンレス鋼板に絵を描こう」   「ロボットを動かしてみよう！」　　　

「ガラスのペンダントをつくろう」　　　  「葉脈標本で作る光るしおり」　　　　　 「水の電気分解と水素の小さな爆発体験」「ウミホタルを光らせてみよう」
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■後 援：文部科学省／経済産業省／東京都教育委員会／神奈川県教育委員会／千葉県教育委員会／埼玉
県教育委員会／茨城県教育委員会／全国科学館連携協議会／全国科学博物館協議会／ NHK ／日本物理教
育学会／一般社団法人日本生物教育学会／日本地学教育学会／日本基礎化学教育学会／一般社団法人日
本科学教育学会／一般社団法人日本理科教育学会／一般社団法人日本地質学会／一般社団法人日本生物
物理学会／一般社団法人日本物理学会／公益社団法人応用物理学会／公益社団法人日本化学会／一般社
団法人日本機械学会／公益社団法人日本アイソトープ協会／公益社団法人日本理科教育振興協会／一般
財団法人日本私学教育研究所／公益社団法人日本植物学会／公益社団法人日本動物学会／公益社団法人
日本天文学会／公益社団法人日本工学会／一般社団法人電気学会／日本エネルギー環境教育学会／朝日
新聞社／毎日新聞社／読売新聞社／日本経済新聞社／産経新聞社
■協 賛：中外製薬株式会社／ファラデー財団／電機・電子・情報通信産業経営者連盟／公益財団法人東
レ科学振興会／株式会社リコー／一般社団法人日本鉄鋼連盟／科学技術学園高等学校／株式会社日立産
業制御ソリューションズ
■助 成：独立行政法人国立青少年教育振興機構「子どもゆめ基金」
■出展・運営協力企業・団体：アドバンテック東洋株式会社／一般社団法人日本音響学会 音響教育委員
会／セミの抜け殻しらべ市民ネット／株式会社ニッピ／ファラデー財団／一般社団法人日本風力エネル
ギー学会／一般社団法人日本原子力学会 関東・甲越支部／一般社団法人日本鉄鋼連盟／株式会社ナリカ
／株式会社リコー／株式会社資生堂／株式会社大橋製作所／株式会社日立ハイテクノロジーズ／公益財
団法人東レ科学振興会／西武学園文理中学高等学校／株式会社日立産業制御ソリューションズ／国立研
究開発法人日本原子力研究開発機構／国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構／川崎重工業株式会
社／電機・電子・情報通信産業経営者連盟／特定非営利活動法人日本ジオパークネットワーク／日本アイ・
ビー・エム株式会社／日本鉱業協会／日本電子株式会社／復興庁／読売新聞社／東京都立武蔵高等学校
附属中学校／富山県朝日町立朝日中学校／東京都立小石川中等教育学校／東京都立豊島高等学校／大分
県立大分舞鶴高等学校／秀明大学／大妻女子大学／千葉県立東葛飾高等学校／千葉県立市川東高等学校
／埼玉県立大宮高等学校／埼玉県立越谷北高等学校／埼玉県立常盤高等学校／埼玉県立川口北高等学校
／順天高等学校／東京都立西高等学校

後援、協賛、助成、出展・運営協力企業・団体件）でも傾向は同様で、「楽しく体験で
きたか」の項目では「とてもあてはまる」

（80％）、「まあまああてはまる」（19％）
を合わせて、99％の方々に好評価をい
ただきました。
　今回の全国大会も、多くの方々の支
援・協力により、無事に終えることが
できました。開催にあたっては、実行
委員会の先生方、独立行政法人国立
青少年教育振興機構・子どもゆめ基
金の助成をはじめ、数々の企業・団体
の協賛と出展団体からの運営協力をい
ただきました。また、秀明大学をはじ
めとする学生ボランティアの方々にも協
力していただきました。
　科学の祭典は、今後もさらなる充実
を目指して、科学を愛する皆様のご出
展、ご来場をお待ちしております。
　　　　　　　　〈人財育成部／経営企画室〉

「磁石で遊ぼう - 幼児の科学体験 -」　　　「表面張力で遊ぼう - 幼児の科学体験 -」　「双曲立方体 ストローで星形立体を作る」　 ファラデー財団のスティーブン・ジェイコブ氏

「身近な放射線、測って、見よう !!」　　  「360 度カメラとあそぼう！」　　　　    「 コラーゲンが作る不思議な世界」         「風力発電のしくみを知ろう」

「台風はなぜ渦を巻く？」　　　　　　　  「台所の煮干しから海の環境を考えよう」　 「ミネラルウォーターの味が違うって本当？」　日本学生科学賞の出展コーナーの様子
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Topics

ました。登場のたびにブースには多く
の方が訪問してくれました。
　様々な非鉄金属は、鉱石の採掘だ
けでなく、東京 2020 オリンピック・パ
ラリンピックのメダルが小型家電をリサ
イクルして作られたように、回収するこ
とができるため、小型家電が大切な資
源であることを知ってもらう機会としま
した。
　また、三菱マテリアル製の金地金（イ
ンゴット）に直接触れ、１L のペットボ
トルの水と重さを比較し、体感しても
らいました。
　金や銅、レアメタルといった金属
は私たちの身の回りにある電気製品
にたくさん使われています。１日を
通して盛りだくさんの内容となりま
したが、4 階 G 棟「Metal Factory」
展示とあわせて見学いただくこと
で、より理解が深まるイベントとな
りました。　　　　〈科学技術館運営部〉

３つの非鉄金属関連イベントを開催　日本鉱業協会

暮らしを支える「非鉄金属」に、より親しみを

　銅や亜鉛、鉛、金、銀などの非鉄
金属は世界中の鉱山で鉱石を採掘し
地球規模の大きな事業によって獲得
される、幅広い産業にとって必要不
可欠な基礎素材です。採掘された
鉱石やリサイクル原料を精錬し製造
された多種多様な非鉄金属は、私た
ちの身の回りの様々な製品に使用さ
れ、私たちの暮らしを支えています。
　こうした産業についての理解と科
学的な興味を子供たちに喚起するた
め、日本鉱業協会の協力により、この
夏休み、8 月 5 日（月）に科学技術館
で様 な々イベントを開催しました。

●銀の特徴「ピカピカ」を小瓶に　
　小学４年生以上の子供たちを対象
に、実験教室「銀鏡反応を体験しよう」
を実施しました。複数の試薬を混ぜ、
その化学反応によって銀の薄い膜をガ
ラス瓶に付着させる銀鏡反応という化

学実験です。金属はその種類によって
それぞれ特徴があり、その中でも銀
は反射率が高い （＝よく映る）という点
があります。今回の実験教室ではそれ
をガラス瓶の内側に付着させることで、
瓶の外側から銀のきれいな様子を観察
でき、持ち帰っても楽しめるようにしま
した。
　参加した子供たちは、ゴーグルや手
袋をしっかりと付けて実験に取り組み
ます。いくつかある手順の中、決まっ
た容量や回数を守るところ、色が変わ
ることで作業をやめるところ、迅速に
進めないと失敗しやすいところなどが
あるので、それぞれの注意点を守って
真剣に取り組んでいました。

●カッパーくんに、こでんちゃんも！
　銅の妖精「カッパーくん」に加え、
今年は小型家電リサイクルの推進に尽
力している「こでんちゃん」も来てくれ

  銀鏡反応を
  体験しよう

 カッパーくんがやってくる！

銀が付着し始めると一
旦表面が黒くなり、そ
の後ピカピカの銀色に

大人気の「カッパーくん」（左）と「こでんちゃん」。
銅や家電リサイクルについて楽しく学んでね！

金の地金を持ってみよう！
地金の重さと価格に驚き！　実際に手に持って、
純金の比重の大きさ（水の約 20 倍）を体感した
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鉄の丸公園 1丁目 工作教室特別開催＆クイズラリー　日本鉄鋼連盟

多彩なイベントを通じて「鉄」に触れる

石炭実験教室 「石炭のチカラ！」　石炭エネルギーセンター

クリーン・コール・テクノロジーを楽しく学ぶ

　科学技術館４階展示室「鉄の丸公園
１丁目」（一般社団法人日本鉄鋼連盟
出展）では毎日ワークショッププロ
グラムを開催していますが、夏休み
期間には以下のイベントも開催しま
した。
　ワークショップコーナーの「工作教
室」は通常土曜日と休日に実施してい
ますが、お盆の週は工作教室特別開
催期間として、平日の 8 月 13 日（火）
から16 日（金）にも「工作教室」を
実施しました。「鉄板で昆虫をつく
ろう」では参加者にカブトムシを
作ってもらいました。金切りばさみ
で鉄板を切る作業では、特に細い足
を切り出すのに苦戦する参加者の子
が多いですが、完成後には大きな達
成感を得られるようです。

　翌週の８月 20 日（火）から 22 日（木）
には、クイズに答えながら展示室内を
見学して身の回りの生活で使われてい
る鉄について学ぶ「鉄の丸クイズラ
リー」を開催しました。
　展示室入口で問題用紙を受け取り、
展示物の解説や体験からクイズの答
えを探します。団体入館の小学生児
童は数人で該当箇所を探して盛り上
がっていました。低年齢の子には難
しい問題もありましたが、「鉄の丸公
園１丁目」を訪れることで、鉄に触
れる機会になったことと思います。
　１年間に数回となりますが、「鉄
の丸公園１丁目」では展示室の内外
でイベントを開催しますので、奮っ
てのご参加をお待ちしております。

　　　　　　〈科学技術館運営部　荻野亮一〉

うです。
　展示コーナーでは様々な種類の石
炭に触ることができるとともに、石
炭の使われてきた歴史や種類から現
代の活用法まで、クイズに答えなが
ら学ぶこともできました。蒸気機関
車好きから、石炭に興味を持ち実験
にも参加し、展示を眺めて次々と質
問を行う参加者もいました。
　石炭業界が「持続可能な社会へ～
石炭は挑む～」をテーマに、最新テ
クノロジーを駆使して、石炭火力発
電技術に取り組んでいることも紹介
されました。
　科学技術館３階 G 棟に「石炭って
なあに？」の常設展示がありますの
で、ぜひ足をお運びください。
　　　　　         　〈科学技術館運営部 〉

　今年も一般財団法人石炭エネル
ギーセンターのご協力により石炭実
験教室「石炭のチカラ！」を 8 月 7
日（水）、8 日（木）に行いました。
　プログラムは２種類用意し、共通
内容として石炭の燃焼実験、火力発
電の仕組みや環境にやさしい石炭の
使われ方についてパネルやビデオを
使いながら説明を行いました。
　プログラム「石炭を手に入れよう」
では、比重差を利用した石炭の選別
実験を行いました。また、もうひと
つのプログラム「石炭と発電」では、
石炭を燃やして電気にする仕組みを
発電実験を通して学んでもらいまし
た。参加者はワークシートに実験結
果や、気づいた点を熱心に記入して
おり、夏休みの自由研究となったよ

「鉄板で昆虫をつくろう」で作るカブトムシです

クイズラリーに出
発。答えを見つけら
れるかな？

石炭火力発電所の仕組み、クリーン・コール・テク
ノロジーについて説明

石炭ミニテスト。答えは３択だが、パネル、展示をしっ
かり読まないと難しい
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　2018 年度に引き続き、本年度も男
女共同参画センター横浜主催、中外製
薬株式会社協賛のイベント「女の子の
ための実験教室」を実施しました。2
プログラムのうち、7 月 26 日（金）に行っ
た「のぞいてみよう顕微鏡 何がいるか
な？」についてレポートします。

●スタッフも全員、理系女性です
　会場となった男女共同参画センター
横浜（以下、フォーラム）は、横浜市
戸塚区にある戸塚駅からすぐの場所に
あります。今回の教室では、フォーラ
ムのすぐ近くを流れる柏尾川のプラン
クトンを顕微鏡で観察しながら、身近
な川やそこに生息する生物の姿を学習
することを目的とした教室を実施しまし
た。昨年実施と同じく、講師・学生スタッ
フも理系の女性です。
　教室に参加したのは戸塚区を中心と
した小学 4 年生から 6 年生の女の子

23名。講師やスタッフとあいさつをして、
全体の説明をしたのちに、さっそく柏
尾川へ出発しました。

●豊かな自然のなかで生物観察
　フォーラムの近くに架かる橋から柏
尾川を見てみると、３辺がコンクリート
で囲まれ、雨などによる増水にも対応
した形となっている都市河川の特徴を
観察することができます。沿道にはサ
クラの並木があり、水辺にはサギやカ
モなどの鳥類、コイも含めた魚類、昆
虫類の姿もあります。また、それらを
支えているプランクトンや水草などの植
物もたくさん生えていて、豊かな川で
あるということがわかります。その川底
から植物プランクトンを削り取るように
採取して、フォーラムへ持ち帰りました。

●顕微鏡操作も、たちまち習得！
　顕微鏡でプランクトンを観察するた

めには、まず顕微鏡の使い方から学
び、スライドガラスに見たいものを載
せてカバーを掛けるプレパラート作りを
します。川から採取したプランクトンは
ひも状になっていたり、一部に泥がつ
いていたりしますので、ピンセットなど
を駆使してよく見えるようにするための
工夫をしました。はじめは戸惑ってい
た顕微鏡操作も、一度コツを習得する
と、プレパラートを動かして他の場所
を探してみたり、新しいプレパラートを
作って観察ができるようになっていきま
した。
　見たいものを顕微鏡の視野の中心
に移動させ、ピントがピタッと合うと、
肉眼で見た時とは違うプランクトンの様
子や早く動き回る動物プランクトンを見
つけ、そのたびに歓声をあげたり、「見
て見て！」とスタッフを呼んだりして
にぎやかになりました。
　　　　 〈科学技術館運営部　早武真理子〉

▶会場のすぐ近くを
流れる柏尾川。ここ
から顕微鏡観察に使
う試料を採取します

「女の子のための実験教室」   男女共同参画センター横浜主催、中外製薬協賛

「のぞいてみよう顕微鏡 何がいるかな」

◀自分で作ったプレパラートを顕微鏡で
観察。倍率を変えたりピントを合わせたり
するのがだんだん上手になっていきます

▶実験教室に参加し
た女の子の皆さん。
白衣を着て研究者の
ようですね

◀柏尾川から採取し
た植物。顕微鏡で見
ると植物の中に隠れ
た動物プランクトン
などが見られること
もあります
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インストラクター発案 「FORESTミニクイズラリー」   理化学研究所出展・FOREST

仕組みを知る喜びと、空間探検の面白さを

サイエンス友の会・施設見学会   電気学会、フジクラ協力

ケーブル技術とビオトープ環境活動を見学

 たくさんの展示物と仕掛けが散り
ばめられた科学 技術 館 5 階フロア

「FOREST」は、何度来ても新しい発
見や体験ができる場所です。ここには
FOREST 専任のインストラクターたち
が常駐し、来館者がより充実した体験
が出来る方法を日々試行錯誤していま
す。その一環としてインストラクターの
企画によるイベントを実施しています。
  今回は、偏光板で色が見える仕組み
を理解した時の驚きを来館者と共有し
たいという思いから、「FORESTミニ
クイズラリー」を企画しました。小さな
偏光板シートを持って、写真やヒントを
たよりに、偏光板の展示物を含めたい
くつかの展示物を巡るという内容です。
偏光板が「見え方を変える」道具であ
るということに気づかせると同時に、

FORESTという空間を探検する面白さ
も提供しました。ゴール地点には偏光
板の仕組みがわかる解説パネルを設置
し、より理解を深める場としました。
   参加者の中には「これも偏光板を
使っていたんだね」と様々な展示物に
偏光板が使われていることに初めて気
づいたリピーターの方や、「もっと難し
いクイズラリーをやりたい」というお子
さんがいて、今後のイベントにつなが
る反応も見ることができました。
　FOREST にいつ来ても楽しんでい
ただけるよう、これからもインストラク
ターたちは頑張っていきます。来館者
との触れ合いが一番の原動力になりま
すので、これからも多くの方のご来場
をお待ちしております。

　　　　　　　　　〈科学技術館運営部 〉

  科学技術館サイエンス友の会では
一般社団法人電気学会のご協力によ
り、毎年様々な分野の施設への見学
を受け入れていただいています。今年
の夏の施設見学会では、東京都江東
区木場にある株式会社フジクラへ訪問
し、私たちの暮らしや社会を支えてい
る電線やケーブルをはじめとする製品
の解説、さらに環境保全の取り組みの
ひとつであるビオトープ「ギャザリア・
ビオガーデン フジクラ　木場千年の
森」も見学させていただきました。
　電気や情報をやりとりする時に必ず
必要な「電線」。見学会では、街で見
かけるような電柱に架かる電線やその
周辺の部品について実物が用意され、
解説していただき、子供たちも手に取

って観察することができました。
また、太い電線同士を繋いだり電柱

に留めたりするための部品の実物も用
意していただき、触ったり動かしたりし
ながら説明をしていただきました。

さらに、電線を電工ナイフを使って
外側から分解していき、幾重にもなる
電線の工夫や技術を見せていただきま
した。これには参加した皆さんは釘づ

けでした。事故などで電線が切れても
地上まで落ちてこないようにする工夫、
電線に雪が付かないための工夫、太
陽が当たって暑くなったり紫外線が当
たることで劣化しないような工夫など
が詰まっており、株式会社フジクラが
社会のために積み上げてきた工夫・技
術を知ることができました。 

　 　 〈科学技術館運営部　早武真理子〉

「手作りのクイズ
ラリー問題用紙」
子供が親しみや
すいデザインに

「偏光板で絵が見えた！」偏光板シートで白いパネ
ルを見ると、カラフルな絵が現れます

電線の内側の様子を分解して
紹介。何重にも覆われている
様子を見せていただきました 日本在来の動植物が住める環境を整えている「フジクラ 木場千年の森」を見学
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　2019 年 7 月14 日（日）から 21日（日）
まで、ハンガリーのセゲドにて第 30
回「国際生物学オリンピック」が開
催されました（72 カ国 285 名参加）。
日本からは予選（4,809 名）、本選（80
名）、代表選抜試験（16 名）を突破
した男子 4 名（高校 3 年生・2 名、高
校 2 年生・2 名）が参加しました。
  世界各国のトップレベル選手と実験
試験と理論試験を通して競争し、今年
も全員メダルを獲得しました（銀メダル
2・銅メダル 2）。通常、試験会場は大
学キャンパスを利用しますが、今回は、
高校の体育館を実験室として使用する
などの工夫が見られました。

●各国の選手同士が打ち解けて
 セゲドはのんびりした大学と温泉
の街です。選手同士が打ち解けるた

めのイベントでは、水鉄砲を渡され
て街めぐり。携帯電話を没収された
彼らは、無邪気に水鉄砲でやりあっ
て楽しそうでした。温泉の蛇口から
お湯を水鉄砲に入れる選手も続出！　
試験終了後のパーティではフォークダ
ンス、閉会式前にはウォータースライ
ダーが設置された巨大プールで水遊
び、閉会式後はダンスパーティと、皆
よく歩き、よく踊り、水遊びまで加わっ
て身体も動かす大会でした。

●日本大会に寄せられる関心と期待
　ハンガリー大会は、事前の登録など
が実にスマートでしっかりした運営だな
という印象だったのですが、現地では
様々な予定が遅れ、待たされることも
多く、本当に過労死がでなくて良かっ
たというほど、通訳する引率者は大変

な年でした。来年は日本の開催となり
ますが、我 も々気が引き締まりました。
　日本人気は相変わらずで、日本語が
堪能な選手がいたり、チームガイド
ボランティアも日本語が話せたり、

「来年の大会で海外からボランティア
を募る？」と尋ねられることもしば
しば。いよいよ来年の 7 月には長崎県
佐世保市で世界から 80 カ国を迎えて
国際大会を開催します。世界中からの
海外ボランティア（国際大会出場者
OB・OG）と国内ボランティア（国内
大会 OB・OG）に協力してもらい、
生物学のトップレベル次世代層の国
際交流に取り組む予定です！　　
       〈人財育成部／国際生物学オリンピック
         事務局長　工藤 光子〉

第30回 「国際生物学オリンピック」 ハンガリー大会、全員がメダル獲得  　　　　　　　　　　　　　　　　　
2020年国際生物学オリンピック長崎大会へ弾み

開会式終了後、舞台で国旗と記念撮影。試験頑張ります！

国際生物学オリンピック日本委員会
http://www.jbo-info.jp/

日本生まれの南アフリカ代表選手（中央）と最後に
記念撮影

今年も、日本の大会出場者 OB・OG がデザインし
たうちわを配布。話しかけるきっかけとして大活躍

閉会式で、ハンガリーから来年の開催国・日本へ
IBO のトロフィーが手渡された

小野俊祐さん
鳥取県立鳥取西高等学校 3 年　銀メダル

椋木優斗さん
兵庫県・灘高等学校 3 年　銀メダル

長谷川修造さん
兵庫県・灘高等学校 2 年　銅メダル

星野敬太さん
神奈川県・栄光学園高等学校 2 年　銅メダル

ハンガリー大会・日本代表受賞成績
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●所沢航空発祥記念館TOPICS

「アンリ・ファルマン機」 公開記念 特別展
「所澤飛行場 空を拓くものがたり 第一章」好評開催中

　所沢航空発祥記念館では、フラン
ス航空教育団来日 100 周年記念事業
の一環として「アンリ・ファルマン
機」の里帰り展示が実現しました。
　同機は 1910（明治 43 年）12 月、徳
川好敏大尉の操縦により、日本で初

めての動力飛行を記録したのち、翌
1911（明治 44）年には日本初の飛行場
である「所澤飛行場」（現在の所沢航
空発祥記念館の建つ「所沢航空記念
公園」）に備えられ、飛行訓練などに
活躍しました。

　このたび記念館では、同機の展示
を記念し、特別展「所澤飛行場　空
を拓くものがたり」を開催することと
なりました。8 月 10 日（土）より 12
月１日（日）まで実施予定の「第一章」
では、この「アンリ・ファルマン機」
とほぼ時を同じくして産声を上げた「所
澤飛行場」、また、同機を操った日本
初のパイロットでもある徳川好敏氏に
もスポットを当て、同機が飛んでいた、
かつての所澤飛行場を実機と共に振り
返ります。
　来館されたお客様からも「当時はこ
んな華奢な機体で本当に空を飛んで
いたんですね。技術の進歩はすごい
なぁ…」といったお言葉もチラホラと。
　所沢ゆかりの飛行機を通じて、日本
の飛行の原点と歩みをご覧ください。

「ココリコ田中直樹の恐竜＆アニマルトークショー」
大型映像館上映作品と連動、生き物愛あふれるショーに
　所沢航空発祥記念館では 2019 年 7
月より9 月までの期間、大型映像館に
て上映をした「新・恐竜大進撃」、「ロ
ビンソン・クルーソー」の連動イベント
として、9 月 22 日（日）にお笑いコンビ

「ココリコ」の田中直樹さん、またテレ
ビなどにも多く出演されている肉食爬
虫類研究所の富田京一先生をお招きし
て、「ココリコ田中直樹の恐竜＆アニマ
ルトークショー」を当館大型映像館の
特設ステージにて実施をしました。
　多数の応募の中から抽選で選ばれ
たお客様で熱気ムンムンの会場内。田
中さんは、「子供のころから大好きだっ
た動物」についてのお話を、身振りを
交えて熱く語ってくださいました。
　「みんなの好きな生き物は何ー？」　

「ティラノサウルス !!」。田中さんの質問
に会場のみんなも大興奮。田中さんは、

「どんな生き物にも魅力がある。面白く
ない生き物はいないんだよ」と、生き物
への熱い想いを伝えてくださいました。
　続いて富田先生が登場！ ヒョウモン
ガメやアオジタトカゲなど本物の爬虫
類を先生が取り出すと、会場からは「生
きてる！」と、どよめきが。ＭＣを交えて、

田中さんと富田先生が軽妙な掛け合い
を行うなか、爬虫類の話から、トカゲ・
恐竜・ヒトの骨格比べの話、鳥類は実
は恐竜だったことなどが紹介され、そ
の後のクイズも大盛り上がり。生き物
への愛があふれるトークショーとなりま
した。　　　　　　〈航空記念館運営部〉

大人の方 も々アンリ・ファルマン機や解説パネルを熱心に見入っています

▲トークショーでは、参加者の掛け声とともに、田中さんが颯爽と
登場！　富田先生らとの楽しい掛け合いに参加者も引き込まれた
◀左から、富田先生、𠮷田館長、田中さん。なごやかに記念撮影
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イメージング技術を活用して、次世代育成に貢献する

　キヤノンは「共生」の企業理念に基
づき、様々な CSR 活動を展開してい
ます。「共生」は、文化、習慣、言語、
民族などの違いを問わず、すべての人
類が末永く共に生き、共に働き、幸せ
に暮らしていける社会をめざすもので
す。現在、SDGs（持続可能な開発目標）
が注目を集めていますが、キヤノンは
1988 年に掲げられたこの理念のもと、
地球上の様 な々場所で、それぞれの地
域における課題に向き合ってきました。
　日本における次世代育成や科学技
術振興の面においても、課題は何か、
どのような支援が有効かを常に考えな
がら、特長である「高度な技術力」や

「専門性のある多様な人材」を活用した
貢献活動を展開しています。

●理科好きを増やしたい
　科学技術館 ４ 階実験スタジアムで実
施中の「光と色のじっけん室」は、色
の三原色について、参加して楽しみな
がら学べるプログラムです。理科に対
する興味・関心の低下や、進路選択
時の理工系離れなど、「理科離れ」は
日本の課題のひとつと言われています。
その課題に対して、当館とのコラボレー
ションのもと開発されたのが、このプ

ログラムです。製品に搭載している「光」
や「色」の技術について、様々な実験
を通してショー形式でわかりやすく説
明することで、幅広い層に伝えるととも
に、より深い技術についての興味を促
す内容になっています。

●写真教室で環境意識を向上
　「ジュニアフォトグラファーズ」は、
身近な自然の写真撮影を通じて、子供
たちの環境に対する意識を高めるとと
もに、豊かな感性を育むプロジェクト
です。プロジェクトが今年「15 周年」
を迎えることにちなみ、SDGs の「ゴー
ル 15」である「陸の豊かさも守ろう」
をテーマに加え、陸地、緑、植物など
の大切さを、カメラを通して見つめなお
す機会を提供しています。

●伝統文化の継承
　日本の文化財の中には海外に渡った
ものや、保護のために鑑賞の機会が
限られる作品が多くあります。「綴

つづり

プロ
ジェクト」は、キヤノンのデジタル技術
と京都伝統工芸の技の融合によって、
この課題に挑戦。文化財の高精細複
製品を制作することにより、オリジナ
ル作品を保存しながら、様々な場面で

キヤノン株式会社／「共生」を理念に、多彩な CSR 活動を展開

持続可能な社会を創るため、様々な企業や団体が真摯に取り組んでいる活動の現場を紹介します。
今回は、グローバル企業・キヤノンが国内外地域で展開する、多様な CSR 活動にフォーカスします。VOL.2

インスタグラムで活動紹介もしています

天
て ん の

野 真一さん

キヤノン株式会社
ＣＳＲ推進部
社会貢献担当主幹

　キヤノン本社では、一昨年から CSR 活
動に特化したインスタグラムを始めました。
当社には、世界のいろいろな地域に工場や
事業所があり、「共生」という理念のもと、
それぞれの地域が、それぞれの課題の解決
に向けて活動に取り組んでいます。インスタ
グラムでは、こうした活動を一元化して、世
界中に PRしていきたいと考えています。
　国内では、写真教室も各地で行っていま
す。福島県の復興公営住宅などで開催して
いる写真教室は 2012 年から続いています。
教室では写真を媒介にして会話の糸口が生
まれ身の上話に発展することもあり、写真
の力を感じます。これからも当社の得意分野
を生かして長く継続したいですね。 　　〈談〉

の活用を可能にしました。制作した高
精細複製品は一般公開するだけでな
く、学校教育の現場でも活用されてい
ます。
  
　未来につながる理念を持ち、様 な々課
題に対して、その企業ならではの創造的
な解決策を実行する。今回の未来創造
の現場にはそんな特長がありました。

当館で実施中の人気プログラム「光と色のじっけん室」。参加者全員でLED ライトで絵を描く 伝統文化の継承に貢献「綴りプロジェクト」

ジュニアフォトグラファーズ 写真教室の様子

キヤノンCSR 活動
インスタグラム       

未来創造の現場　

canon_csr
キヤノンのCSR活動
を紹介。世界中の社
員が、情報を届ける

写真提供：キヤノン株式会社
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賛助会「北の丸科学技術振興会」入会のご案内
公益財団法人日本科学技術振興財団では、賛助会「北
の丸科学技術振興会」を設けて会員を募集しております。
当財団は、理科好きの子供たちを増やし、理系を志す青
少年を育成する活動を通じた社会的貢献を理念とし、活
動をしております。当財団の活動にご賛同いただけました
ら、ぜひご支援・ご入会をお願い申し上げます。

◆夏休みは、学校以外の場所で子供たち
が新たな体験をし、成長を遂げる時期です。
当財団が運営管理する科学技術館や所沢
航空発祥記念館でも、この夏、様々なイベ
ントを開催し、「新たな体験」の場を設けま
した。こうした体験が、子供たち未来の夢
の「種」になれば嬉しいことです。　 〈永〉

●詳細：日本科学技術振興財団ウェブサイト内
http://www2.jsf.or.jp/00_info/sanjo_seido.html
●お問い合わせ
公益財団法人日本科学技術振興財団　総務室
　E-mail : info@jsf.or.jp　
　TEL: 03-3212-8484　

 編集後記

JSF Bulletin Board　JSF 掲示板

■ 科学技術館より

■ 科学技術館より

■ 科学技術館より

■ 所沢航空発祥記念館より

「第50回市村アイデア賞作品展」開催

　次代をになう小学生・中学生たちの独創的な発明工夫のアイ
デアを募集し、その中から優れたアイデアを表彰する「市村アイ
デア賞」（主催：公益財団法人市村清新技術財団）。今年の応
募についても選考が進んでおり、11月 22 日 ( 金 ) に、優秀ア
イデアの表彰式が行われます。これに伴い、表彰式の当日から
12 月８日（日）まで、上位入賞作を、科学技術館２階ギャラリー
で展示します。素晴らしいアイデアの数々をぜひご覧ください。

・開催期間　 2019 年 11月 22 日（金）～ 12 月８日（土）
・会場　　　 科学技術館 ２階 G 棟ギャラリー
・入場料　　 無料（入館料のみ）
・ウェブ　　  http://www.sgkz.or.jp/develop/idea/

　科学技術館では 2019 年 10 月 1日（火）より、入館料を改
定させていただきました。科学技術の楽しさ、面白さを伝えられ
るよう、また実感していただけるよう、これまで以上に来館者サー
ビスに努めてまいる所存です。
　引き続きご利用いただけますようお願い申し上げます。

　新料金は、本誌の裏表紙に掲載しております。さらに詳細に
ついては、科学技術館ウェブサイトをご覧ください。
http://www.jsf.or.jp/info/2019/01/admissionfee.php

科学技術館入館料改定のお知らせ

ミニ企画展「ビーカーくんとすごい先輩たち」展開催

　理系イラストレーター・うえたに夫婦による人気キャラクター、ビー
カーくんが科学技術館に登場！　「ビーカーくん」シリーズの最新刊

『ビーカーくんとすごい先輩たち』（うえたに夫婦著、誠文堂新光社）
の発売を記念して、レーウェンフックの顕微鏡やガリレオ望遠鏡（レ
プリカ）、ライデン瓶など、書籍に出てくる「歴史に残る実験器具たち」
が当館に集合します。実験器具の体験コーナーなども開設！

・開催期間：2019 年１１月９日（土）～ 17 日（日）
・会場　　　科学技術館 ２階 G 棟ギャラリー
・特別企画１ １１月９日「うえたに夫婦先生が科学技術館にやってくる！」
・特別企画 2  当館で書籍購入者先着 300 名に限定缶バッジ進呈
　※詳細は科学技術館ウェブをご覧ください。http://www.jsf.or.jp/

〈科学技術館運営部／経営企画室〉

　所沢航空発祥記念館大型映像館では、12 月 28 日（土）まで、
上映作品「室屋義秀 YOSHI MUROYA BEYOND THE EDGE ～
所沢航空発祥記念館 オリジナル ver. ～」を上映中です。この連動
イベントとして、室屋義秀さんご本人が所沢に再び登場！　超絶な
る操縦テクニックや空を舞台に生きる魅力などをお話しいただきます。

・日　時　12 月15 日（日）13 時～、14 時 30 分～（各回 約45 分）
・定　員　各回 200 名（応募者多数の場合抽選となります）
・参加費　無料（当選者には当選ハガキを郵送します）
・参加方法　応募用紙による事前応募制です。１２月1日（日）までに
　　　　　  上記作品を観覧いただいた方に応募用紙を配布します。
　　　　　  館内ポストに投函下さい。
　※詳細は、公式ウェブをご覧ください。https://tam-web.jsf.or.jp/　  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〈航空記念館運営部〉

「サムライパイロット室屋義秀トークショー」開催

〈人財育成部〉

皆さまのご来館を心よりお待ちしています！

ビーカーくんと
すごい先輩たち展

１１月９日～１７日

©uetanihuhu

〈科学技術館運営部〉

©Tsuyoshi Kizu/
　PATHFINDER

©uetanihuhu



24 JSF TODAY  No.154 ／ Autumn 2019

千鳥ヶ淵公園

千鳥ヶ淵

竹橋JCT

牛
　ヶ
　　淵

The Imperial Palace

100m

　 毎日新聞
●

文 共立女子
大学・短期大学

The Mainichi Newspapers Co., Ltd.
Kitanomaru-koen Park

Cra�s Gallery, MOMAT

Na�onal Archives of Japan
国立公文書館

●

北の丸公園

●
日本武道館

P

P

P

清水門

●

東京国立
近代美術館工芸館

●
Nippon Budokan

Chidorigafuchi-koen Park

Shimizu-mon Gate

皇居

東京駅方面

Na�onal Showa Memorial Museum

Jimbocho Sta�on
Kudanshita Sta�on

Ushi-ga-fuchi Moat

Chidori-ga-fuchi Moat

Hanzomon Line / Shinjuku Line

都営地下鉄三田線
Mita Line

九段下駅
神保町駅

科学技術館

Takebashi Sta�on

For Tokyo Sta�on

東
京

メトロ
東

西
線

Tozai Line

●千代田区役所
　Chiyoda City Office

Takebashi JCT

Kyoritsu Women's
University & Junior College

●

●

Science Museum

■

■

2番出口
Exit 2

1b出口
Exit 1b

東京国立
近代美術館
The Na�onal Museum
of Modern Art, Tokyo

Tayasu-mon Gate
田安門 ●

●
昭和館

東京メトロ半蔵門線・
都営地下鉄新宿線

竹橋駅

●

Daikancho Entrance
Daikancho Exit

Kitanomaru Exit代官町入口
北の丸出口

代官町出口

●
●

EXPWY 

Inner Circular Route

大手濠

文

JSF TODAY( 財団の窓）第 154 号
発行日：2019 年 10 月 25 日

液状の物質の中に結晶などの固体状の成分が生じること。液体に溶け　
ている成分の変化や温度変化による溶解度低下、溶媒の蒸発などによって、
もともと溶けていた成分が溶けきれない条件になったり、溶けにくい物質
が生成したりすると起きる。
いったん溶解した物質が再び析出する際に結晶になることを「再結晶」と
呼ぶ。初めに溶解した物質に不純物が混ざっていても、再結晶の際は不
純物が混ざりにくいため、再結晶によって物質の純度を上げることができ
る。そのため、医薬品を含む様 な々化学物質の精製に利用されている。
科学技術館３階「くすりの部屋－クスリウム－」のプログラムのひとつ「く
すりを 『取り出す』」で扱われている現象。高温で飽和させた塩化アンモ
ニウム水溶液をつくり、室温まで冷えてくる間に塩化アンモニウムが星形の
結晶となって析出する様子を観察するものである。初めはやっと目に見え
るくらいの結晶が、対流に乗ってふわりと上下する間に大きく成長して、直
径５mmくらいになることもある。

くすりについて、体験型展示、実験プログ
ラムなどを通じて、楽しく学べる展示室。
くすりの歴史、種類、効く仕組み、安全な
使用方法、新薬の開発などを紹介。「くす
り研究員入門ラリー」でクイズも楽しめる。

「くすりを『取り出す』」で析出した塩化アンモニウムの美しい星型結晶

「くすりの部屋」の「チャレンジ新薬
ゼミナール」では、析出をテーマとし
た「くすりを 『取り出す』」（写真）に
加えて、「くすりの 『かたち』」「くすり
を 『見つける』」の３プログラムを実施
中。白衣を着て、実験に挑戦しよう！

なにこれ!?科学技術館事典
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 個人　　  880 円　　　   500 円　　　  　400 円
 団体　　  660 円　　　   370 円　　　 　 280 円      ※団体は 20 名以上

※ 2019 年 10 月 1日より入館料を改定させていただきました。

大人　　　  中学生・高校生　　子供（４歳以上）

せきしゅつ【析出】〔deposition〕
（名・実験／くすりの部屋 ‐ クスリウム ‐ ）

①

②

③

くすりの部屋－クスリウム－（名・展示室／３階）


